
 

 

 

 

 

 

             
 

 

 

 

 今年も師走の忙しい時季になりました。 

 １０月下旬になり、ようやく過ごしやすい季節になったかと思うと、気持ちの

良い季節はあっという間に過ぎました。 

 １１月下旬からは、山々では例年より遅めですが、綺麗な紅葉を楽しめるよう

になりました。気持ちのよい空気の中でウォーキングをしながら、美しい景色を

眺めて、年末年始へ向けて英気を養いましょう。 

 

★☆★ 運動会 ★☆★ 
 9 月、10月に学校園、町内、学区など、福浜中学校区で 

は、多くの運動会が行われました。 

 学校園では、練習の成果を本番でしっかり発揮することが 

でき、観客席からは大きな声援と拍手が送られていました。 

子どもたちも最後まで演技や競技に頑張りました。 

 町内の運動会では、学区の大会に向けた選考を兼ねている 

ため、審判や出場者は、ともに真剣に取り組んでいました。 

 今年は雨天のため、福浜学区は中止となり残念でしたが、平福学区では町内か

ら選抜された選手たちがリレーで接戦を演じていました。 

 また、皆さんが楽しそうに踊る姿や、応援席で太鼓を叩きながら応援する姿か

ら、各町内の繋がりの強さを感じました。 

 

★☆★ 秋祭り ★☆★ 

 ９月下旬から１１月にかけて、各町内や福祉施設などで秋 

祭りが行われました。 

 子どもたちは半被を着て、音楽と太鼓を叩く音に合わせて、 

元気な声で「ワッショイ！」と言いながら、神輿やだんじり 

を引っ張って町内を回りました。 

 また、夜になると沢山の出店やステージで、地域の大勢の 

みなさんが、親睦を深めながら、楽しい時間を過ごすことができました。 

最後には、お楽しみ抽選会で豪華景品があり、大喜びす 

る姿が見られました。 

今年も、盆踊り、運動会、秋祭りの大きな行事は、役員 

          の方のご尽力のおかげで、地域の皆さんは楽しいひと時を過 

ごし、無事に終了しました。 
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★☆★ 防災体験ふれあい祭 ★☆★ 
 11 月２日、福浜小学校で「防災体験ふれあい祭」（防災体 

験ふれあい祭実行委員会 主催）がありました。 

 福浜小学校区住民同士がふれあいながら、防災・減災への 

取り組みと意識向上、そして町内ごとに出店した美味しい食 

べ物を食べながら親睦を深めることを目的として毎年開催さ 

れています。 

 今年も、多くの方が来場され、最初は小学生の児童代表が防災への取り組みや

考えをまとめた作文を発表しました。その後、グループごとに防災体験コーナー

を順番に回りました。地域の消防団や消防署の方に教えていただきながら、実際

にチャレンジしてみると、見るのとは違い、大変なことを感じ取ることができた

ようです。いざ、このような場面に遭遇したら、共助で取り組む必要があること

を学びました。 

 

★☆★ ふれあい防災フェスタ ★☆★ 
11月 8日、福浜中学校でふれあい防災フェスタ（福浜中 

学校 PTA 主催）が行われました。 

生徒、保護者、地域の方が来場され、起震車、心臓マッサ 

ージ、AED、消火器、煙幕の体験をしました。この日は、一 

人ひとりが、南消防署や地域の消防団の方から直接教えてい 

ただきながら、実践して学ぶよい機会となりました。身近な

ところで災害が発生した時、近くにいる人に協力要請をして、素早く適切な判断

をして行動することが必要です。このような機会があり、参加することで防災知

識が得られ、いざという時のために、活かすことができます。そして、地域の方

が参加することにより、地域での共助の力に繋がっていくことでしょう。 

最後には、吹奏楽部の素晴らしい演奏のステージがあり、会場からは温かい拍

手が送られ、和やかに終わりました。 

 

★☆★ 食育活動 ★☆★ 
 11 月１３日、平福学区栄養改善協議会、愛育委員会、主任児童委員、なかよし

会（おやこクラブ）が、今年度最後の食育活動を行いました。みんなで５月に植

え付けをして９月まで育てて収穫したさつまいもを使って調理実習をしました。 

 子どもたちは愛育委員さんに託児をしていただき、お母さん方は栄養委員さん

に料理を教えていただきながら調理をしました。 

 牛乳パックを形として使った押し寿司と、みんなで育てたさつまいもを使った

蒸しパンを作りました。 

お昼頃、料理が完成し、お友だち同士で「美味しい～！」 

と言いながら笑顔いっぱいで完食していました。 

 地域では団体が協力して、子どもたちが土に触れながら野 

菜を育てる大変さや喜びを知り、食の大切さについて学び合 

う大切な活動をしています。 


